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は
じ
め
に

　

花
畑
地
区
北
部
で
は
昭
和
三
〇
年
代
頃

ま
で
は
、
各
所
で
煎
餅
が
焼
か
れ
て
い
た
。

現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
の
面
影
を
、
和
井
田
家
【
写
真
１
】

の
例
か
ら
た
ど
っ
て
み
た
い
。

■
花
畑
周
辺
の
煎
餅
製
造

　

昭
和
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て

は
、
花
畑
地
区
北
部
周
辺
で
は
八
軒
の
煎

餅
製
造
業
【
次
頁
表
１
・
図
２
】
が
み
ら

れ
た
。
こ
の
内
、
工
場
方
式
で
煎
餅
生
地

を
製
造
し
て
い
た
と
こ
ろ
は
、
山
崎
煎
餅

と
高
橋
食
品
で
あ
っ
た
。
あ
と
は
、
家
内

労
働
で
、
煎
餅
生
地
を
購
入
し
て
、
自
宅

の
作
業
場
で
火
鉢
で
煎
餅
を
焼
い
て
い
た
。

煎
餅
生
地
と
は
、
う
る
ち
米
を
蒸
し
て
餅

状
に
し
、
煎
餅
状
に
成
型
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

和
井
田
家
で
は
、
当
時
の
主
人
で
あ
る

栄
一
さ
ん
が
昭
和
二
〇
年
代
頃
か
ら
煎
餅

を
焼
き
始
め
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六

二
）
頃
ま
で
行
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

和
井
田
家
住
宅
は
、
区
に
寄
贈
さ
れ
都

市
農
業
公
園
に
移
築
さ
れ
て
、
昭
和
五
十

九
（
一
九
八
四
）
年
に
公
開
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
茅
葺
屋
根
の
北
側
の
ミ
ソ
ベ
ヤ

【
図
１
】
で
焼
い
て
い
た
。
煎
餅
発
祥
の

伝
説
で
は
、
現
在
の
草
加
市
松
原
の
茶
店

で
、
余
っ
た
団
子
を
焼
い
て
客
に
出
し
た

の
が
、
そ
の
始
ま
り
と
い
う
。
し
か
し
煎

餅
の
製
造
工
程
を
知
る
と
、
そ
ん
な
簡
単

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

煎
餅
製
造
に
は
、
手
間
ひ
ま
が
か
か
り
、

そ
れ
な
り
の
経
験
、
技
術
が
な
い
と
、
製

品
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。

■
煎
餅
の
製
造
・
出
荷
そ
の
他

　

煎
餅
製
造
に
は
、
こ
の
付
近
で
は
、
本

　
　
　
　
　

場
の
草
加
煎
餅
の
店
で
習
得

　
　
　
　
　

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
近

　
　
　
　
　

所
に
煎
餅
焼
き
を
や
っ
て
い

　
　
　
　
　

る
所
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
技

　
　
　
　
　

術
を
教
わ
っ
た
と
推
定
さ
れ

　
　
　
　
　

る
。
鈴
木
繁
三
郎
さ
ん
の
話

　
　
　
　
　

で
は
、
草
加
の
仲
間
か
ら
手

　
　
　
　
　

焼
き
の
技
術
を
教
わ
っ
た
と

　
　
　
　
　

い
う
。

　
　
　
　
　
　

和
井
田
家
、
保
木
間
の
鈴

　
　
　
　
　

木
繁
三
郎
商
店
【
写
真
２
】

　
　
　
　
　

と
も
に
煎
餅
生
地
は
、
地
元

　
　
　
　
　

の
山
崎
煎
餅
か
ら
購
入
し
て

　
　
　
　
　

い
た
よ
う
だ
。
出
荷
は
、
草

　
　
　
　
　

加
、
川
口
方
面
に
し
て
い
た

よ
う
だ
。
他
に
は
、
製
造
場
所
ま
で
、
個

人
的
に
買
い
に
行
く
場
合
が
あ
る
。
私
も

小
学
校
三
、
四
年
生
こ
ろ
、
都
心
に
住
む

親
せ
き
に
土
産
に
す
る
な
ど
、
個
人
で
和

井
田
家
の
製
造
場
所
ま
で
買
い
に
行
き
、

そ
こ
で
濡
れ
煎
餅
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た

経
験
が
あ
る
。
そ
の
時
は
ミ
ソ
ベ
ヤ
の
東

口
か
ら
入
っ
て
い
っ
た
。

　

当
時
、
煎
餅
を
手
焼
き
で
焼
い
て
い
た

の
は
、
鈴
木
繁
三
郎
商
店
、
和
井
田
家
、

芦
川
商
店
で
、
高
橋
食
品
、
新
井
米
菓
で

は
、
す
で
に
機
械
化
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
。
な
ぜ
か
、
機
械
的
に
焼
く
と
煎
餅

の
焼
き
む
ら
が
で
き
て
、
固
い
と
こ
ろ
を

か
む
と
歯
を
痛
め
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

点
、
手
焼
き
は
備
長
炭
を
使
用
し
て
費
用

と
手
間
が
か
か
る
が
、
芯
が
抜
け
て
、
軟

ら
か
く
仕
上
が
り
、
食
感
も
素
晴
ら
し
い
。

　

煎
餅
は
、
元
来
、
兵
糧
食
で
は
な
か
っ

た
か
と
推
定
し
て
い
る
が
、
中
華
屋
台
の

焼
餅
（
し
ゃ
お
ぴ
ん
）
は
、
字
づ
ら
は
似

て
い
る
が
、
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。

昔
は
外
米
が
生
地
に
入
っ
て
い
る
と
、
な

ん
と
な
く
違
和
感
が
あ
り
、
わ
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　

鈴
木
繁
三
郎
商
店
の
主
人
の
話
で
は
、

南
極
観
測
隊
も
、
こ
こ
の
煎
餅
を
繋
船
中

に
積
み
込
ん
で
、
南
極
に
も
っ
て
い
っ
た

と
い
う
の
が
、
自
慢
話
で
あ
っ
た
。
や
は

り
、
兵
糧
食
の
推
定
は
あ
た
っ
て
い
た
。

鈴
木
繫
三
郎
商
店
で
は
平
成
十
二
年
（
二

〇
〇
〇
）
頃
ま
で
焼
い
て
い
た
。

■
煎
餅
の
製
造
の
現
在

　

盛
ん
で
あ
っ
た
煎
餅
製
造
も
、
近
年
、

大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
甘
い
柔
ら
か
い
煎

餅
や
菓
子
に
負
け
て
、
た
だ
一
軒
、
野
島

米
菓
が
営
業
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
昭

和
時
代
に
育
っ
た
私
と
し
て
は
、
当
時
の

唯
一
の
お
菓
子
、
煎
餅
だ
け
と
っ
て
も
、

隔
世
の
感
が
い
な
め
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
博
物
館
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
花
畑
在

住
）

43① ⑭

【
写
真
１
】
在
り
し
日
の
和
井
田
家
住
宅
　

　
煎
餅
を
焼
く
仕
事
を
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）

【
写
真
２
】
鈴
木
繁
三
郎
商
店
（
保
木
間

　
五
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
者
撮
影

【図１】和井田家住宅間取り図
　ミソベヤ（味噌部屋）が煎餅を焼く場所にな
っていた。ミソベヤは、農家建築のなかにある
部屋名称で、かつては名前の通り、味噌や漬物
などを作り、置いておく部屋だった。

花
畑
周
辺
の
煎
餅
製
造
業

鈴
木
恒
雄
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で
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消
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、
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、
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北
部
周
辺
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八
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餅
製
造
業
【
次
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表
１
・
図
２
】
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ら

れ
た
。
こ
の
内
、
工
場
方
式
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煎
餅
生
地

を
製
造
し
て
い
た
と
こ
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、
山
崎
煎
餅
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高
橋
食
品
で
あ
っ
た
。
あ
と
は
、
家
内

労
働
で
、
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、
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は
、
当
時
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で
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和
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〇
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頃
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ら
煎
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、
昭
和
三
十
七
年
（
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六

二
）
頃
ま
で
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っ
て
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た
と
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る
。
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井
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、
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市
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築
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、
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に
は
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、

そ
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り
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、
技
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と
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■
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煎
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、
こ
の
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近
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、
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の
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で
は
、
草
加
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仲
間
か
ら
手

　
　
　
　
　

焼
き
の
技
術
を
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わ
っ
た
と

　
　
　
　
　

い
う
。

　
　
　
　
　
　

和
井
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、
保
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の
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繁
三
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店
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写
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に
買
い
に
行
く
場
合
が
あ
る
。
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、
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年
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こ
ろ
、
都
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に
住
む

親
せ
き
に
土
産
に
す
る
な
ど
、
個
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で
和

井
田
家
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製
造
場
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ま
で
買
い
に
行
き
、

そ
こ
で
濡
れ
煎
餅
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た

経
験
が
あ
る
。
そ
の
時
は
ミ
ソ
ベ
ヤ
の
東

口
か
ら
入
っ
て
い
っ
た
。

　

当
時
、
煎
餅
を
手
焼
き
で
焼
い
て
い
た

の
は
、
鈴
木
繁
三
郎
商
店
、
和
井
田
家
、

芦
川
商
店
で
、
高
橋
食
品
、
新
井
米
菓
で

は
、
す
で
に
機
械
化
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
る
。
な
ぜ
か
、
機
械
的
に
焼
く
と
煎
餅

の
焼
き
む
ら
が
で
き
て
、
固
い
と
こ
ろ
を

か
む
と
歯
を
痛
め
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

点
、
手
焼
き
は
備
長
炭
を
使
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し
て
費
用

と
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が
か
か
る
が
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け
て
、
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ら
か
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り
、
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元
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（
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）
は
、
字
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て
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る
が
、
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。

昔
は
外
米
が
生
地
に
入
っ
て
い
る
と
、
な

ん
と
な
く
違
和
感
が
あ
り
、
わ
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　

鈴
木
繁
三
郎
商
店
の
主
人
の
話
で
は
、

南
極
観
測
隊
も
、
こ
こ
の
煎
餅
を
繋
船
中

に
積
み
込
ん
で
、
南
極
に
も
っ
て
い
っ
た

と
い
う
の
が
、
自
慢
話
で
あ
っ
た
。
や
は

り
、
兵
糧
食
の
推
定
は
あ
た
っ
て
い
た
。

鈴
木
繫
三
郎
商
店
で
は
平
成
十
二
年
（
二

〇
〇
〇
）
頃
ま
で
焼
い
て
い
た
。

■
煎
餅
の
製
造
の
現
在

　

盛
ん
で
あ
っ
た
煎
餅
製
造
も
、
近
年
、

大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
甘
い
柔
ら
か
い
煎

餅
や
菓
子
に
負
け
て
、
た
だ
一
軒
、
野
島

米
菓
が
営
業
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
昭

和
時
代
に
育
っ
た
私
と
し
て
は
、
当
時
の

唯
一
の
お
菓
子
、
煎
餅
だ
け
と
っ
て
も
、

隔
世
の
感
が
い
な
め
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
博
物
館
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
花
畑
在

住
）

【図２】花畑周辺の煎餅製造業分布図（Noは表１による）
北
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戦
後
の
食
糧
難
を
乗
り
越
え
、
高
度
経

済
成
長
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
っ
た
日
本
は
、

か
つ
て
「
飽
食
の
時
代
」
を
迎
え
た
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
食
品
ロ
ス
が

話
題
と
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
現
代
を
生
き
る
我
々
に
は
想
像

し
に
く
い
こ
と
で
す
が
、
昔
の
人
々
に
と

っ
て
飢
饉
は
深
刻
な
問
題
で
し
た
。
そ
こ

で
、
今
回
は
、
飢
饉
に
関
す
る
文
化
財
と

し
て
、
金
蔵
寺
（
千
住
二―

六
三
）
の

「
天
保
餓
死
者
供
養
塔
」
〈
足
立
区
登
録

有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
〉
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

金
蔵
寺
は
、
真
言
宗
豊
山
派
で
、
氷
川

山
地
蔵
院
（
ま
た
は
閻
魔
院
と
も
い
う
）

と
号
し
ま
す
。
本
尊
は
閻
魔
大
王
で
、
建

武
二
年
（
一
三
三
五
）
三
月
の
創
建
と
伝

わ
り
ま
す
。

■
飢
饉
の
歴
史　

飢
饉
の
原
因
は
様
々
で

す
。
現
代
の
よ
う
に
、
農
作
物
の
技
術
が

発
展
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
天
候

不
順
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
作
物
が
不
作

と
な
り
、
飢
饉
と
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
に
よ
る
飢
饉
や
、

商
人
に
よ
る
投
機
的
な
経
済
行
為
に
よ
り

流
通
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
飢
饉
と
な
る
よ
う

な
人
為
的
な
原
因
も
あ
り
ま
す
。

　

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
六
世
紀
半
ば
の

欽
明
天
皇
の
時
代
に
「
大
水
」
に
よ
る
飢

饉
が
あ
り
、
人
の
肉
を
食
べ
て
飢
え
を
し

の
い
だ
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

天
武
天
皇
五
年（
六
七
六
年
）に
は
、
凶
作

に
よ
る
飢
饉
の
た
め
、
子
を
売
る
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
源
平

合
戦
真
っ
た
だ
中
の
養
和
元
年
（
一
一
八

一
）
に
も
大
飢
饉
が
起
こ
り
、
京
都
は
死

臭
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す

（『
方
丈
記
』）。
戦
国
時
代
も
同
様
に
飢

饉
が
連
続
し
て
お
り
、
飢
え
を
し
の
ぐ
た

め
敵
地
の
作
物
を
奪
う
こ
と
が
合
戦
の
目

的
の
一
つ
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て

も
飢
饉
は
多
発
し
、
寛
永
の
大
飢
饉（
一
六

四
〇
〜
四
三
）・
享
保
の
大
飢
饉（
一
七
三

一
〜
三
二
）・
天
明
の
大
飢
饉（
一
七
八
二

〜
八
八
）・
天
保
の
大
飢
饉
（
一
八
三
三

〜
三
九
）
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
明

治
以
降
も
飢
饉
は
起
こ
っ
て
お
り
、
昭
和

九
年
（
一
九
三
四
）
に
東
北
地
方
で
発
生

し
た
大
凶
作
や
、
戦
中
戦
後
の
食
糧
難
な

　
　

ど
が
有
名
で
す
。

　
　
　

以
上
の
よ
う
に
、
昔
の
人
々
に
と

　
　

っ
て
、
飢
饉
は
非
日
常
で
は
な
く
、

　
　

日
常
だ
っ
た
と
す
ら
言
え
、
む
し
ろ

　
　

現
代
の
方
が
歴
史
上
稀
な
時
代
と
言

　
　

え
る
の
で
す
。

■
天
保
の
大
飢
饉　

金
蔵
寺
の
「
天
保
餓

死
者
供
養
塔
」
は
、
天
保
の
大
飢
饉
に
関

す
る
文
化
財
で
す
。

　

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
は
冷
害
に
よ

り
、
東
北
・
北
関
東
地
方
で
凶
作
と
な
り

ま
し
た
。
「
飢
饉
は
二
年
続
く
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
天
保
五

年
も
天
候
不
順
が
続
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
天
保
七
年
に
は
収
穫
量
が
例
年

の
四
割
に
と
ど
ま
り
、
米
価
が
高
騰
し
ま

し
た
。
そ
の
上
、
さ
ら
な
る
儲
け
を
得
よ

う
と
し
た
商
人
が
米
を
買
い
占
め
て
米
価

を
釣
り
上
げ
た
た
め
、
庶
民
は
米
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
食
糧
難

が
深
刻
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
で

あ
る
米
の
生
産
量
が
減
っ
た
た
め
生
活
で

き
な
く
な
っ
た
百
姓
が
江
戸
市
中
に
流
入

し
、
行
き
倒
れ
と
な
っ
た
者
た
ち
で
あ
ふ

れ
た
と
言
い
ま
す
。
同
じ
こ
ろ
、
洪
水
や

疫
病
な
ど
も
流
行
し
た
た
め
、
天
保
七
年

か
ら
八
年
に
か
け
て
全
国
で
は
二
〇
〜
三

〇
万
人
も
の
人
々
が
飢
餓
や
疫
病
な
ど
で

亡
く
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
天
保
餓
死
者
供
養
塔　

餓
死
者
を
供
養

す
る
た
め
に
、
千
住
二
丁
目
の
名
主
永
野

長
右
衛
門
が
世
話
人
と
な
り
、
天
保
十
一

年
に
建
て
た
も
の
で
す
。
高
さ
二
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
無
縁
塔
で
、
正
面
に
「
無
縁

塔
」
と
あ
り
、
側
面
に
は
建
立
の
由
来
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

碑
文
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

（
前
略
）
天
保
八
年
の
と
し
、
そ
の

　
　

年
い
か
な
る
年
に
や
有
け
む
、
飢
え

　
　

て
下
民
に
食
な
し
、
忝
も
上
、
救
屋

　
　

を
造
て
扶
さ
せ
給
と
い
へ
ど
も
、
或

　
　

疲
、
或
病
て
此
地
に
死
せ
る
者
八
百

　
　

二
十
八
人
、
他
に
数
ふ
る
い
と
ま
あ

　
　

ら
ず
、
三
百
二
十
一
人
を
勝
専
寺
に

　
　

葬
、
六
十
一
人
を
慈
眼
寺
に
葬
、
七

　
　

十
六
人
を
不
動
院
に
葬
、
三
百
七
十

　
　

人
を
金
蔵
寺
に
葬
、
（
中
略
）
此
の

　
　

な
き
人
ら
が
霊
を
弔
ふ
無
縁
の
塔
と

　
　

記
し
侍
れ
ど
、
（
後
略
）

　

幕
府
は
、
救
小
屋
を
建
て
て
飢
え
た
人
々

の
救
済
を
図
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
飢
え

に
疲
れ
果
て
、
病
ん
だ
人
々
の
多
く
が
亡

く
な
り
、
千
住
で
も
八
百
二
十
八
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
千
住
宿
に
は
東
北
諸
藩

か
ら
の
流
入
者
も
多
く
お
り
、
こ
う
し
た

人
々
も
多
く
亡
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
亡
く
な
っ
た
人
々
を
勝
専
寺

（
千
住
二―

一
一
）
・
慈
眼
寺（
千
住
一

―

二―

九
）・
不
動
院
（
千
住
一―

二―

二
）
・
金
蔵
寺
の
四
カ
寺
に
分
け
て
葬
り

ま
し
た
。
金
蔵
寺
に
は
全
体
の
四
割
を
超

え
る
三
七
〇
人
が
葬
ら
れ
た
の
で
す
。

「
天
保
餓
死
者
供
養
塔
」
が
完
成
し
た
時
、

近
隣
か
ら
数
千
人
の
人
々
が
集
ま
っ
て
法

要
が
営
ま
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

天
保
の
大
飢
饉
は
、
多
く
の
死
者
を
出

し
た
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。
「
天
保
餓
死

者
供
養
塔
」
は
、
そ
う
し
た
惨
状
を
伝
え

る
貴
重
な
文
化
財
で
す

　
　

（
佐
藤
貴
浩　

文
化
財
係
学
芸
員
）

天保餓死者供養塔

4343

「
天
保
餓
死
者
供
養
塔
」

て
ん
ぽ
う
が
し
し
ゃ
く
よ
う
と
う
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■
煙
突
の
配
置
「
お
化
け
煙
突
」
の
名
前

の
由
来
は
皆
さ
ま
ご
存
じ
の
と
お
り
、
①

水
力
の
予
備
火
力
時
代
は
、
一
年
を
通
し

て
数
カ
月
し
か
稼
働
し
な
か
っ
た
た
め
時

た
ま
煙
の
で
る
煙
突
を
見
て
、
「
お
化
け

の
よ
う
だ
↓
お
化
け
煙
突
だ
」
と
。
②
映

画
「
煙
突
の
見
え
る
場
所
」
で
煙
突
を
見

る
方
向
に
よ
っ
て
一
か
ら
四
本
に
変
化
す

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
「
お
化
け
煙
突
」

と
。
現
在
は
②
が
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

煙
突
は
鋼
板
製
耐
火
煉
瓦
内
張
構
造
。

高
さ
８
３
・
８
２
メ
ー
ト
ル
、
頂
部
直
径

は
、
外
形
４
・
８
メ
ー
ト
ル
、
内
径
４
・

５
７
メ
ー
ト
ル
、
底
部
は
、
外
形
６
・
４

メ
ー
ト
ル
、
内
径
５
・
４
９
メ
ー
ト
ル
で

す
。
煙
突
間
の
距
離
は
、
１
号
・
４
号
間

が
６
４
・
６
２
メ
ー
ト
ル
、
２
号
・
４
号

間
が
１
０
・
９
７
メ
ー
ト
ル
で
、
【
図

１
】
の
よ
う
に
ひ
し
形
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
配
置
の
た
め
、
見
る
方
向
に

よ
っ
て
一
〜
四
本
に
見
え
た
の
で
す
。

　

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
、
煙
突
を

シ
ル
バ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
こ
と
に
よ

り
、
見
栄
え
が
よ
く
な
り
、
ま
す
ま
す

人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
煙
突
と
な
り
ま
し
た
。

■
土
俵
の
大
き
さ　

筆
者
は
、
「
煙
突
の

て
っ
ぺ
ん
の
内
側
は
、
土
俵
の
広
さ
と
同

じ
だ
よ
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
俵
は
、
尺
貫
法
で
直
径
一
五
尺
で
す

が
、
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
す
る
と
、
一
尺

＝
３
０
・
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、

土
俵
の
直
系
は
４
・
５
５
メ
ー
ト
ル
に
な

り
、
煙
突
頂
部
の
内
径
４
・
５
７
メ
ー
ト

ル
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
り
ま
す
。
畳
十
二
畳

半
で
す
。

　

煙
突
頂
部
で
関
取
が
相
撲
を
と
っ
て
い

る
姿
を
思
い
描
く
と
、
な
ん
と
な
く
ユ
ー

モ
ラ
ス
で
ほ
ほ
え
ま
し
く
な
り
、
煙
突
へ

の
愛
着
が
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

■
煙
突
撤
去
と
そ
の
後　

筆
者
は
、
昭
和

三
八
年
五
月
七
日
の
解
散
式
当
日
千
葉
火

力
発
電
所
へ
の
異
動
が
命
ぜ
ら
れ
、
翌
八

日
新
任
地
に
赴
任
し
ま
し
た
。
千
葉
火
力

は
新
鋭
火
力
の
先
駆
け
で
あ
り
、
同
年
度

入
社
生
は
す
で
に
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま

し
た
が
、
千
住
火
力
の
ア
ナ
ロ
グ
卒
業
生

は
彼
ら
と
二
年
間
の
差
が
あ
り
、
追
い
つ

き
追
い
越
せ
を
念
頭
に
新
鋭
火
力
の
知
識

を
叩
き
込
む
の
に
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
た

め
、
千
住
火
力
の
撤
去
に
つ
い
て
目
を
向

け
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
撤
去
に
つ
い
て
の
記
憶
が

な
い
た
め
、
先
輩
の
姫
野
和
映
さ
ん
の
「
お

化
け
煙
突
物
語
」
か
ら
引
用
し
ま
す
の
で

お
許
し
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。※

引
用
の

許
可
を
得
て
い
ま
す
。

　

「
撤
去
工
事
は
、
電
気
、
タ
ー
ビ
ン
、

ボ
イ
ラ
ー
お
よ
び
運
炭
装
置
の
各
設
備
と

も
平
行
し
て
始
め
ら
れ
た
。
（
中
略
）
煙

突
は
、
１
号
（
西
）
と
２
号
（
南
）
の
解

体
運
搬
が
七
月
下
旬
か
ら
九
月
に
か
け
て

始
め
ら
れ
、
九
月
か
ら
３
号（
北
）と
４
号

（
東
）
の
解
体
が
始
ま
り
、
十
月
末
に
終

了
し
た
。

　

撤
去
作
業
は
、
ま
ず
煙
突
頂
上
部
分
の

内
側
に
８
台
の
チ
ェ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
作
業

台
を
固
定
し
、
そ
の
作
業
台
の
上
に
フ
リ

ー
ポ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
先
端
に
滑
車
の
付

い
た
丸
太
を
立
て
る
。
フ
リ
ー
ポ
ー
ズ
ト

ラ
と
い
う
筋
交
い
に
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
で

煙
突
頂
上
部
分
に
固
定
さ
れ
る
。
地
上
に

は
ウ
ィ
ン
チ
と
呼
ん
で
い
る
ワ
イ
ヤ
ー
の

巻
き
上
げ
機
を
設
置
し
て
、
そ
の
前
面
の

煙
突
下
部
に
３
メ
ー
ト
ル
四
方
の
穴
を
あ

け
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
作
業
台
ま
で
揚
げ
て
フ

リ
ー
ポ
ー
ズ
の
滑
車
を
通
し
て
煙
突
の
外

側
に
出
し
て
お
く
。
煙
突
の
内
側
に
は
耐

火
煉
瓦
が
張
っ
て
あ
る
が
こ
れ
は
簡
単
に

は
が
れ
た
と
い
う
。

　

煙
突
本
体
は
、
上
か
ら
３
メ
ー
ト
ル×

幅
１
．
５
メ
ー
ト
ル
程
の
大
き
さ
に
切
り

離
さ
れ
る
。
切
り
離
す
鉄
板
は
、
あ
ら
か

じ
め
フ
リ
ー
ポ
ー
ズ
の
滑
車
か
ら
延
び
て

い
る
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
る
し
て
お
き
、
切
り

離
し
て
か
ら
ウ
ィ
ン
チ
で
下
ま
で
下
ろ
す
。

ひ
と
周
り
切
り
終
わ
る
と
、
作
業
台
を
２

メ
ー
ト
ル
下
に
降
ろ
し
て
、
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
し
た
。

　

煙
突
は
約
８
３
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
か
ら

大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
が
、
事
故
も
な
く
十
月
末
に
は
ほ
ぼ
解

体
が
終
わ
り
、
十
一
月
に
は
完
全
に
姿
を

消
し
た
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
国
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

余
韻
に
浸
っ
て
い
る
な
か
、
千
住
火
力
発

電
所
は
静
か
に
そ
の
役
目
を
終
え
た
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
く

※

フ
リ
ー
ポ
ー
ズ
…
振
り
坊
主
。
簡
易
揚

　

重
機
の
一
種
。

　
　
　
　

（
元
千
住
火
力
発
電
所
職
員
） 
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⑭
煙
突
①

図１　煙突の配置

煙突の解体作業


